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（国）３６２号街道橋の橋面補修工事について 天竜地区・株式会社　天竜アキヤマ

太田　一成（おおた　かずなり）

１．はじめに

　一般国道362号は愛知県豊川市から静岡県静岡市葵区までの間で引佐・天竜・春野など中山間部の

　町と町を結ぶ大切な生活道路であります。

　一部は一般国道１５２号・一般国道４７３号と並走している区間もあります。

　本工事は、耐震補強事業の一環で、橋脚巻立て工・落橋防止工（別途施工業者）と橋面舗装工（当社

　施工）を実施する事で、予想されている東海沖地震等の災害時に２次緊急輸送路に指定されている橋

　としての機能が確保でき、かつ損傷を軽微に抑える為の工事でありました。

２．工事概要

　工事名   ：　平成26年度防災・安全交付金（橋梁耐震）事業（国）362号街道橋橋面舗装工事

　工事場所：　静岡県浜松市天竜区春野町領家地内　　工期：平成28年1月27日～平成28年3月17日

　発注者   ：　浜松市　土木部　天竜土木整備事務所

　工事内容：　施工延長　Ｌ=５０ｍ　橋面舗装面積　Ａ=４３６㎡　路面切削・表層工　ｔ＝７㎝

３．橋面舗装の問題点

　①既設床版のコンクリート異常による補修の有無

　橋梁の築造年が昭和の初期といった古ければｺﾝｸﾘｰﾄの劣化がひどく床版自体の補修が必要になる。

　また、交通量が多ければ輪荷重によるひび割れが生じ、これも補修が必要になる。降雪地方となれば

　凍結防止剤による塩害・海岸付近では、海水による塩害でこれも補修が必要になる。

　床版自体に補修が必要となれば工期及び施工方法の検討が必要。（切削オーバーレイではNGとなる）

調査設計業務委託報告書より舗装関係参考写真（写真-5・写真-6）

施工現場



　②防水層の種類による産廃処分方法の違い

　既設防水の種類で産廃処理方法が異なる

　塗膜系の防水であれば、既設舗装と同一にガラ処理はＯＫ、シート系の防水ならばガラ処理はNG

　シート系はアルミ繊維等が含まれるため安定型の埋め立て処分となります。（注意が必要です）

　ｼｰﾄ系の防水であれば、（静岡県は新設橋梁の基本がシート系）処理方法の検討が必要。

築造当時図面　　　

表層工　t＝７㎝　　

防水工の表記のみ

鉄筋コンクリート床版　t＝200mm

塗膜系防水→アスコン破片

シート系防水→安定型建設系混合廃棄



４．検討と実施

　①既設床版のコンクリート状態の確認

　街道橋の橋梁築造は昭和６２年と築造から３０年程度の時間経過と大型車交通量も500台程度／日

　と膨大ではない為、コンクリート劣化及び大型車両等によるひび割れ等は考えられ難いが、今回は特

　に床版キャッチャー（電磁波による橋面舗装・床版上部の非破壊調査）にて全面異常の有無を確認と

　試掘による部分的な直視の２方法で確認する事とした。

担当監督員：現地立合い確認
床版キャッチャー

試掘時床版確認

床版キャッチャーによる確認方法

試掘確認方法



　②既設防水種類の確認

　設計業務委託報告書からは、既設防水の種類は確認できなかった為、試掘による部分的な直視にて

　シート系防水か塗膜系防水の確認をする事とした。

　また、床版キャッチャーでは、防水層は確認できたが、シート系防水とは判別できない。

５．まとめ

　既設床版の異常有無及び防水層の有無までは、床版キャッチャーの電磁波データで確認することが

　出来たが防水層がシート系か塗膜系の判断は出来なかった。

　今回は、最初から創意工夫で床版キャッチャーと試掘の両方を実施することを検討していたので問題

　はなかったですが、アナログ派の私には、試掘に勝る物は今現在ないと実感しました。

　今後、床版キャッチャーの様な電磁波等を利用した非破壊調査機械のさらなる発達で『確実に早く確

　認』できる事を期待します。

　最後に同施工箇所で、橋脚巻立て工・落橋防止工の施工をした別途施工業者の皆さん、一般車輌で

　規制に協力して頂いた第三者に厚くお礼申し上げますと共に、今後も施工前の検討・調査を遂行して

　工事をしたいと思います。

シート系防水を確認試掘時厚さ等確認状


